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特

集

日
本
の
民
家　
１

民
家
の
地
域
的
な
分
布

なかがわ・ひとし
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民
家
の
多
様
性
と
統
一
性

民
家
は
一
般
に
庶
民
の
住
ま
い
の
こ
と
を
い
い
、

各
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
社
会
、
文
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
の
下
で
、
近
世
を
通
じ
て
大
き
な
発

展
を
と
げ
、
多
様
な
建
築
形
式
を
生
み
出
し
て
き

た
。
し
か
し
、
民
家
の
多
様
性
は
そ
う
い
っ
た
地

域
的
な
分
布
だ
け
で
な
く
、
時
代
や
生
業
、
階
層

と
い
っ
た
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
も
で
き
、
一
方

で
同
地
域
、
同
時
代
、
同
生
業
、
同
階
層
に
属
す

る
民
家
は
著
し
く
類
型
化
し
て
一
つ
の
か
た
ち
に

集
束
す
る
傾
向
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
、
時

代
、
生
業
、
階
層
を
座
標
と
す
る
四
次
元
的
な
様

相
を
呈
す
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

伝
統
的
な
民
家
の
景
観
や
風
致
が
多
彩
な
個
性

を
も
ち
な
が
ら
落
ち
着
い
た
統
一
感
を
か
も
し
だ

す
の
は
、
そ
の
あ
た
り
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。

 

民
家
の
地
域
的
な
分
布

地
域
色
ゆ
た
か
な
日
本
の
民
家
の
諸
形
式
を
北

か
ら
概
観
し
て
み
よ
う
。

曲
屋
は
、
岩
手
県
に
多
く
み
ら
れ
る
Ｌ
字
形
平

面
の
草
葺
民
家
で
あ
る
（
写
真
１
）。
突
出
部
を

広
い
厩
と
し
、
主
屋
本
体
の
土
間
と
つ
な
が
る
入

隅
部
分
に
出
入
口
を
設
け
る
。
当
地
域
は
ふ
る
く

馬
の
産
地
で
、
多
数
の
馬
を
飼
育
し
た
こ
と
か
ら

厩
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
形
式
で
、
直す
ご

屋や

（
長

方
形
平
面
の
民
家
）
か
ら
曲
屋
に
改
造
し
た
例
も

少
な
く
な
い
。
資
料
上
で
は
既
に
近
世
初
期
に
確

認
さ
れ
、
18
世
紀
末
以
後
、
と
く
に
幕
末
か
ら
明

治
期
に
普
及
し
た
。
岩
手
県
下
で
も
北
上
川
の
西

側
で
は
北
西
の
季
節
風
が
厳
し
く
、
居
住
性
を
考

慮
し
て
北
西
側
に
居
室
、
南
東
側
に
厩
を
配
置
し

た
曲
屋
が
多
い
。

中
門
造
は
、
新
潟
、
福
島
、
山
形
、
秋
田
県
な

ど
豪
雪
地
域
に
み
ら
れ
る
草
葺
民
家
で
、
大
棟
と

直
角
に
突
出
し
た
部
分
（
中
門
）
を
有
す
る
造
り

で
あ
る
（
写
真
２
）。
中
門
は
ふ
つ
う
正
面
下
手

に
張
り
出
す
の
で
曲
屋
と
か
た
ち
は
類
似
す
る
が
、

中
門
の
前
面
に
出
入
口
を
設
け
る
点
が
異
な
り
、

内
部
に
通
路
や
厩
、
便
所
な
ど
を
配
し
て
、
積
雪

時
の
出
入
り
に
便
宜
を
は
か
っ
た
形
式
と
考
え
ら

れ
る
。
中
門
は
正
面
下
手
だ
け
で
な
く
、
座
敷
、

大
阪
産
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部 

准
教
授
　
中
川
　
等

写真１　曲屋／旧藤原家住宅
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寝
間
、
台
所
な
ど
を
正
背
面
に
突
出
す
る
場
合
も

あ
る
。
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
屋
内
生
活
の
拡
充
を
は

か
り
、
ま
た
家
格
を
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。

本
棟
造
は
、
お
も
に
長
野
県
南
部
に
み
ら
れ
る

板
葺
民
家
で
、
切
妻
屋
根
の
妻
を
正
面
に
向
け
、

ゆ
る
い
勾
配
の
大
き
な
破
風
と
雀
踊
り
と
い
う
棟

端
飾
り
を
備
え
た
造
り
で
あ
る
（
写
真
３
）。
庄

屋
や
本
陣
な
ど
上
層
民
家
の
形
式
で
、
大
規
模
な

も
の
が
多
い
。
そ
の
外
観
は
草
葺
や
板
葺
の
平
入

民
家
の
中
に
あ
っ
て
際
立
っ
て
い
る
。

合
掌
造
は
、
岐
阜
県
荘
川
・
白
川
地
域
と
富
山

県
五
箇
山
地
域
に
み
ら
れ
る
草
葺
民
家
で
、
巨
大

な
合
掌
（
扠
首
）
で
勾
配
の
つ
よ
い
切
妻
屋
根
ま

た
は
そ
れ
に
近
い
入
母
屋
屋
根
を
つ
く
り
、
屋
根

裏
を
２
〜
４
層
に
わ
け
て
蚕
室
と
す
る
造
り
で
あ

る
（
写
真
４
）。
合
掌
の
長
さ
は
「
梁
返
し
」
と

言
っ
て
梁
の
長
さ
と
ほ
ぼ
同
じ
に
す
る
こ
と
が
多

く
、
妻
面
に
は
通
風
採
光
の
た
め
開
口
部
を
設
け

る
。
荘
川
・
白
川
に
平
入
、
五
箇
山
に
妻
入
が
多

い
こ
と
、
荘
川
・
白
川
の
土
間
は
非
常
に
狭
く
、

五
箇
山
の
土
間
は
比
較
的
広
い
こ
と
な
ど
地
域
的

差
異
が
あ
る
。
１
９
９
５
年
に
「
白
川
郷
・
五
箇

山
の
合
掌
造
り
集
落
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。

兜
造
は
、
東
北
、
関
東
、
中
部
地
方
な
ど
に
広

く
み
ら
れ
る
草
葺
民
家
で
、
寄
棟
屋
根
の
妻
面
を

切
り
上
げ
て
開
口
部
を
設
け
、
屋
根
裏
を
蚕
室
と

す
る
造
り
で
あ
る
。
半
切
妻
の
屋
根
が
兜
の
か
た

ち
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
呼
称
が
あ
る
。 

「
ひ
ら

か
ぶ
と
」 

と
言
っ
て
平
の
面
を
切
り
上
げ
る
こ
と

も
あ
る
。
山
形
県
の
高
八
方
も
兜
造
の
一
種
で
、

「
は
っ
ぽ
う
」
は
破
風
の
意
味
で
あ
る
。

余
呉
型
は
、
滋
賀
県
北
部
か
ら
福
井
県
東
部
に

か
け
て
み
ら
れ
る
入
母
屋
造
・
妻
入
の
草
葺
民
家

で
あ
る
（
写
真
５
）。
内
部
は
前
面
を
土
間
と
し
、

土
間
に
接
し
て
広
間
を
も
つ
三
間
取
り
を
基
本
と

す
る
。
広
間
は
「
に
う
じ
」
と
称
し
、
も
と
土
座

で
、
土
間
に
籾も
み

殻が
ら

を
敷
い
て
藁わ
ら

筵む
し
ろ

を
並
べ
た
。
屋

根
の
拝
み
に
葭よ
し

を
並
べ
て
竹
で
押
さ
え
る
化
粧

飾
は
、
琵
琶
湖
周
辺
の
民
家
な
ら
で
は
の
地
域
色

と
言
え
る
。「
伊
香
型
」
と
も
称
す
る
。

北
山
型
は
、
京
都
府
中
東
部
か
ら
福
井
県
西
部

に
か
け
て
み
ら
れ
る
入
母
屋
造
・
妻
入
の
草
葺
民

家
で
あ
る
。
平
面
は
棟
行
方
向
に
食
い
違
う
四
間

取
り
を
本
来
と
し
、
土
間
は
狭
く
、
古
く
は
土
を

床
高
近
く
ま
で
盛
り
上
げ
た
「
上
げ
庭
」
で
あ
っ

た
。
壁
は
板
壁
が
多
用
さ
れ
、
屋
根
構
造
は
棟
束

組
が
古
式
で
あ
る
。
の
ち
に
平
入
、
平
土
間
に
転

ず
る
。

摂
丹
型
は
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
の
府
県
境
周

辺
に
み
ら
れ
る
入
母
屋
造
・
妻
入
の
草
葺
民
家
で

あ
る
。
内
部
は
縦
半
分
を
土
間
と
し
て
、
土
間
に

沿
っ
て
表
か
ら
座
敷
・
台
所
・
部
屋
を
並
べ
る
。

屋
根
構
造
は
棟
束
組
が
古
式
で
あ
る
。
摂
丹
型
民

家
は
、
そ
の
分
布
地
が
細
川
管
領
支
配
領
域
と
合

致
す
る
こ
と
か
ら
、
中
世
末
期
に
在
地
支
配
に
携

わ
っ
た
名
主
・
地
侍
層
の
身
分
地
位
の
建
築
的
表

現
と
し
て
、
妻
正
面
に
座
敷
と
広
縁
、
破
風
を
配

す
る
格
式
的
構
成
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
18
世
紀
初
期
頃
よ
り
主
屋
の
側
面
前
寄
り
に

角
屋
の
座
敷
を
突
出
す
る
角
屋
造
が
出
現
し
た
。

高
塀
造
は
、
奈
良
県
、
大
阪
府
の
平
野
部
お
よ

び
京
都
府
南
部
、
三
重
県
西
部
に
み
ら
れ
る
民
家

形
式
で
、
上
屋
部
分
を
勾
配
の
つ
よ
い
草
葺
切
妻

屋
根
と
し
、
塗
り
籠
め
た
妻
壁
を
屋
根
面
よ
り
高

く
あ
る
い
は
や
や
低
く
た
ち
上
げ
２
列
ほ
ど
瓦
を

葺
い
た
造
り
で
あ
る
（
写
真
６
）。
竈か
ま
ど

の
あ
る
土

間
部
分
や
座
敷
を
落
ち
棟
と
し
て
突
出
し
、
下
屋

写真４　合掌造の民家集落（岐阜県白川村）

写真６　高塀造／中家住宅（奈良県安堵町）

写真５　余呉型／旧宮地家住宅
（近江風土記の丘／もと滋賀県長浜市）

図１　河内名所図会（1801年）／高安（民家の内部で女性が機を織り、
　　　　　　　 当主と買付商人が綿布の商談をする）
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部
分
と
も
に
勾
配
の
ゆ
る
い
瓦
屋
根
と
す
る
。
草

葺
屋
根
の
端
部
、
塗
り
籠
め
た
妻
壁
を
た
ち
あ
げ

て
瓦
を
葺
い
た
部
分
を
「
高
塀
」
と
呼
ぶ
。
入
母

屋
造
が
一
般
的
で
あ
っ
た
当
地
域
に
あ
っ
て
、
高

塀
造
は
18
世
紀
中
頃
に
か
た
ち
を
と
と
の
え
た
。

「
大
和
棟
」
と
も
称
す
る
。

高
塀
造
の
成
立
要
因
は
、
第
一
に
防
火
の
た
め

の
構
造
、
す
な
わ
ち
竈
の
あ
る
土
間
部
分
を
瓦
屋

根
に
つ
く
り
、
草
葺
屋
根
の
妻
壁
を
塗
り
籠
め
、

そ
の
上
端
に
瓦
を
葺
く
と
い
う
工
夫
が
指
摘
さ
れ

る
。
第
二
に
村
の
階
層
分
化
を
背
景
と
し
て
、
上

層
民
家
を
中
心
に
瓦
葺
の
角
屋
座
敷
を
設
け
て
接

客
空
間
を
拡
張
整
備
し
、
高
塀
の
造
形
が
家
格
を

象
徴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
点
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
材
料
を
自
給
で
き
る
草
葺
や
板

葺
と
異
な
り
、
瓦
は
専
門
の
業
者
か
ら
購
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
地
域
で
は
、
綿
、
菜
種
な

ど
商
品
作
物
の
栽
培
や
河
内
木
綿
、
奈
良
晒
の
生

産
な
ど
に
よ
っ
て
、
比
較
的
早
く
か
ら
貨
幣
経
済

が
浸
透
し
、
そ
の
先
進
性
が
高
塀
造
成
立
の
重
要

な
背
景
と
な
っ
た
（
図
１
）。

並
列
型
は
、
紀
伊
半
島
か
ら
四
国
、
九
州
南
部

の
山
間
部
に
み
ら
れ
る
民
家
形
式
の
一
つ
で
あ
る

（
写
真
７
）。
山
間
部
で
は
平
地
が
少
な
い
た
め
、

敷
地
の
奥
行
は
せ
ま
く
、
民
家
は
概
し
て
桁
行
方

向
に
長
く
な
る
。
複
数
の
居
室
を
１
列
に
並
べ
て

縁
を
設
け
、
前
面
を
開
放
的
に
、
背
面
を
閉
鎖
的

に
つ
く
る
。
紀
伊
半
島
の
大
和
・
十
津
川
、
四
国

の
祖
谷
、
九
州
の
椎
葉
・
五
家
荘
な
ど
に
分
布
す

る
。竈く

ど

造づ
く
り

は
、
お
も
に
佐
賀
県
に
み
ら
れ
る
草
葺
民

家
で
、
寄
棟
屋
根
の
棟
を
コ
字
形
に
ま
わ
し
た
造

り
で
あ
る
。
建
物
の
背
面
、
コ
字
形
の
谷
の
部
分

（
つ
ぼ
）
に
は
瓦
が
片
流
れ
に
葺
か
れ
る
。
屋
根

の
か
た
ち
が
竈
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
呼
称
が
あ

り
、
地
元
で
は
「
鍵
屋
」
な
ど
と
称
す
る
。
棟
が

ロ
字
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
「
漏じ
ょ

斗う
ご

造づ
く
り

」
と
い

い
、
屋
根
の
中
央
に
た
ま
っ
た
雨
水
は
大
き
な
樋

で
屋
外
へ
排
出
さ
れ
る
。
梁
間
は
い
ず
れ
も
２
間

が
多
い
。

分
棟
型
は
、
南
西
諸
島
、
九
州
中
南
部
お
よ
び

本
州
太
平
洋
沿
岸
の
一
部
地
域
に
み
ら
れ
る
民
家

形
式
で
、
床
上
の
居
室
部
分
と
土
間
の
炊
事
部
分

を
別
棟
と
し
た
造
り
の
総
称
で
あ
る
（
写
真
８
）。

両
者
を
全
く
分
離
す
る
形
式
、
廊
下
な
ど
で
連
結

す
る
形
式
、
軒
を
接
し
て
建
て
雨
樋
を
通
し
て
内

部
を
一
連
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
形
式
な
ど

が
あ
る
。「
二
棟
造
」、「
別
棟
造
」、「
釜
屋
建
」

な
ど
と
も
称
す
る
。
分
棟
型
民
家
の
分
布
範
囲
は

黒
潮
の
流
路
に
面
し
た
地
域
に
あ
た
り
、
そ
の
諸

形
式
と
分
布
背
景
は
興
味
深
い
。

　

 

町
家
の
地
域
的
な
分
布

町
家
も
地
域
色
が
多
彩
で
、
各
地
に
個
性
ゆ
た

か
な
町
並
み
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
次
に
代
表

的
な
町
家
の
か
た
ち
を
い
く
つ
か
み
て
み
よ
う
。

川
越
市
は
埼
玉
県
中
部
の
旧
城
下
町
で
あ
る
。

穀
物
な
ど
物
資
の
集
散
地
と
し
て
栄
え
、
新
河
岸

川
の
舟
運
で
江
戸
と
流
通
・
往
来
が
な
さ
れ
た
。

１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
の
大
火
後
、
防
火
性
の

高
い
土
蔵
造
が
増
加
し
、
重
厚
な
町
並
み
を
形
成

し
た
。
切
妻
造
あ
る
い
は
入
母
屋
造
桟
瓦
葺
で
２

階
建
の
店
蔵
を
構
え
、
巨
大
な
鬼
瓦
と
箱
棟
、
蛇

腹
を
も
つ
出
桁
造
の
軒
、
黒
漆
喰
塗
り
の
外
壁
、

２
階
窓
の
観
音
開
き
扉
、
１
階
の
土
戸
と
戸
袋
な

ど
が
特
徴
で
あ
る（
写
真
９
）。
土
蔵
造
の
町
家
は
、

関
東
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
広
く
分
布
す
る
。

写真８　分棟型の民家集落（沖縄県竹富島）

写真10　奈良井の町並み（長野県）

写真７　並列型／旧丸田家住宅
（日本民家集落博物館／もと奈良県十津川村）

写真９　川越の町家／亀屋（埼玉県）
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１
階
２
階
と
も
に
柱
や
垂
木
な
ど
木
部
を
み
せ
、

千
本
格
子
や
揚
見
世
な
ど
全
体
に
繊
細
な
印
象
が

あ
る
京
都
の
町
家
と
は
対
照
的
な
外
観
で
あ
る
。

塩
尻
市
奈
良
井
は
長
野
県
中
部
の
旧
宿
場
町
で
、

中
山
道
の
難
所
・
鳥
居
峠
の
北
麓
に
位
置
す
る
。

現
在
の
建
物
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
再
建
さ
れ
た

も
の
が
多
く
、
主
屋
は
切
妻
造
・
平
入
・
石
置
板

葺
（
現
在
は
鉄
板
葺
な
ど
）
で
、
中
２
階
の
前
面

を
１
階
よ
り
前
に
張
り
出
し
た
出
梁
造
と
す
る
。

正
面
の
構
え
は
１
階
居
室
部
を
揚
戸
構
え
、
中
２

階
を
手
摺
付
き
の
縁
と
す
る
の
が
古
式
で
、
両
端

に
袖
卯
建
を
備
え
る
家
も
み
ら
れ
る
。
街
道
は
Ｓ

字
状
に
ゆ
る
く
蛇
行
し
な
が
ら
南
へ
上
り
坂
と
な

り
、
道
幅
に
も
広
狭
が
あ
る
た
め
、
建
物
が
少
し

ず
つ
ず
れ
な
が
ら
重
畳
す
る
特
徴
あ
る
景
観
を
展

開
す
る
（
写
真
10
）。

高
山
市
は
岐
阜
県
北
部
の
旧
城
下
町
で
、
の
ち

に
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
。
生
糸
や
塩
、
米
な
ど

物
資
の
中
継
地
と
し
て
繁
栄
し
、
江
戸
末
期
か
ら

明
治
期
の
町
家
が
数
多
く
の
こ
る
。
切
妻
造
中
２

階
建
で
、も
と
石
置
板
葺
（
現
在
は
鉄
板
葺
な
ど
）

の
ゆ
る
い
勾
配
の
屋
根
を
も
ち
、
深
い
軒
を
出
し
、

軒
先
に
風
除
け
板
を
設
け
る
。
粗
い
格
子
の
内
側

に
竹
簾
を
付
け
る
表
構
え
は
高
山
独
特
だ
が
、
元

来
は
揚
戸
構
え
で
あ
っ
た
。
土
間
の
吹
き
抜
け
の

梁
組
架
構
は
見
応
え
が
あ
る
。日
下
部
家
住
宅（
１

８
７
９
年
）、
吉
島
家
住
宅
（
１
９
０
７
年
）
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
写
真
11
）。

橿
原
市
今
井
町
は
奈
良
盆
地
南
部
に
所
在
す
る
。

中
世
末
期
に
浄
土
真
宗
・
称
念
寺
の
寺
内
町
と
し

て
成
立
し
、
近
世
に
在
郷
町
と
し
て
商
業
が
発
展

し
た
。
濠
と
土
居
を
め
ぐ
ら
せ
、
東
西
６
本
、
南

北
９
本
の
道
路
を
配
し
て
整
然
と
し
た
町
割
り
を

伝
え
る
。
今
西
家
住
宅
（
１
６
５
０
年
）
を
最
古

に
、
江
戸
前
期
か
ら
昭
和
初
期
に
至
る
各
時
代
の

町
家
が
数
多
く
の
こ
る
。
外
観
は
、
切
妻
造
・
平

入
・
本
瓦
葺
を
基
本
と
し
、
中
２
階
は
塗
り
籠
め

て
む
し
こ
窓
を
開
き
、
１
階
は
庇
柱
筋
ま
で
を
屋

内
に
取
り
込
む
（
写
真
12
）。
構
造
は
、
柱
の
高

さ
を
ほ
ぼ
揃
え
て
井
桁
状
に
梁
を
組
み
、
そ
の
上

に
小
屋
束
を
た
て
て
棟
木
、
母
屋
を
支
え
る
。
一

方
、
京
都
の
町
家
の
外
観
は
、
桟
瓦
葺
で
、
木
部

を
み
せ
、
通
り
庇
を
腕
木
等
で
支
え
て
庇
柱
は
た

て
な
い
。
構
造
は
、
両
妻
面
と
土
間
・
居
室
境
の

柱
を
長
く
の
ば
し
て
棟
木
、
母
屋
を
直
接
支
持
す

る
。
両
者
の
建
築
技
法
と
空
間
構
成
の
相
違
は
注

目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

竹
原
市
は
広
島
県
南
部
、
瀬
戸
内
海
の
沿
岸
に

所
在
す
る
。
江
戸
前
期
に
入
浜
式
の
塩
田
が
開
発

さ
れ
、
以
後
、
製
塩
地
と
し
て
発
展
し
た
。
現
在

の
町
家
は
大
半
が
江
戸
中
期
か
ら
明
治
期
の
も
の

で
、
切
妻
造
・
瓦
葺
・
漆
喰
塗
り
の
外
観
が
多
く
、

平
入
と
妻
入
が
共
存
し
、
角
地
に
は
入
母
屋
造
の

町
家
も
み
ら
れ
る
（
写
真
13
）。
竪
格
子
と
横
格

子
を
組
み
合
わ
せ
た
格
子
構
え
な
ど
細
部
意
匠
も

多
彩
で
、
変
化
に
富
ん
だ
町
並
み
景
観
を
展
開
す

る
。
妻
入
の
町
家
は
、
東
北
、
関
東
、
近
畿
周
辺
、

中
国
、
九
州
な
ど
に
み
ら
れ
、
西
日
本
に
妻
入
系

統
の
町
並
み
が
比
較
的
多
い
。
妻
入
の
場
合
、
敷

地
間
口
に
余
裕
が
あ
っ
て
隣
家
と
の
間
で
適
切
に

雨
水
が
処
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
一
方
、
棟

を
高
く
し
な
く
て
も
奥
行
の
深
い
家
を
建
て
ら
れ

る
構
造
上
の
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、
隣
家
と
壁
を

接
す
る
よ
う
な
高
密
度
な
集
住
環
境
で
は
平
入
が

多
く
、
京
都
や
江
戸
で
は
大
型
町
家
も
含
め
て
平

入
が
原
則
で
あ
っ
た
。

写真12　今井の町家／今西家住宅（奈良県） 写真11　高山の町家／吉島家住宅（岐阜県）

写真13　竹原の妻入町家（広島県）
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特
　
集

日
本
の
民
家　
３

伝
統
的
な
民
家
に
み
る

和
の
文
化

なかがわ・ひとし
大阪産業大学デザイン工学部准教授
京都市文化財マネージャー育成実行委員会委員
京都府文化財支援コーディネーター養成
実行委員会委員
ＮＰＯ法人古材文化の会副会長
ＮＰＯ法人文化財修復構造技術支援機構理事
河内いえ・まち再生会議理事
専門／建築史、居住文化史
著書／『伝統的都市集住環境の空間秩序生成に
　　　関する研究』(共著)など

　
 

縁
側
と
土
間

伝
統
的
な
民
家
に
は
ふ
つ
う
縁
側
が
あ
る
。
建

築
的
に
は
お
よ
そ
外
壁
の
外
に
あ
り
な
が
ら
、
屋

根
を
差
し
掛
け
床
を
張
り
出
し
、
生
活
面
で
は
屋

内
か
ら
裸
足
で
出
ら
れ
、
屋
外
か
ら
履
物
を
は
い

た
ま
ま
座
れ
る
。
内
で
も
あ
り
外
で
も
あ
る
連
続

性
と
、
内
で
も
な
く
外
で
も
な
い
境
界
性
を
合
わ

せ
も
つ
空
間
で
あ
る
（
図
１
）。

縁
側
は
、
古
来
、
出
入
口
や
通
路
、
作
業
場
、

収
穫
物
の
干
場
、
気
軽
な
接
客
の
場
な
ど
多
様
な

用
途
に
使
わ
れ
て
き
た
。
僧
侶
や
村
役
な
ど
賓
客

を
直
接
座
敷
に
通
し
た
り
、
葬
式
の
出
棺
や
盆
の

迎
え
火
、
送
り
火
の
通
路
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
縁
側
は
ま
さ
に
屋
内
外
に
わ
た
る

生
活
と
生
業
の
舞
台
で
あ
っ
た
。

民
家
の
土
間
も
ま
た
同
様
の
性
格
を
備
え
て
い

る
。
土
間
は
、
外
ま
わ
り
の
壁
と
建
具
で
囲
い
込

ま
れ
た
内
部
空
間
で
あ
り
、
ま
た
屋
外
か
ら
つ
づ

く
履
物
空
間
で
も
あ
る
。
農
作
業
の
場
と
し
て
前

庭
か
ら
連
続
す
る
屋
内
と
し
て
機
能
し
、
ま
た
炊

事
や
収
納
、
家
畜
の
飼
育
、
簡
単
な
接
客
な
ど
多

目
的
に
活
用
さ
れ
て
き
た
（
図
２
）。

　

 

日
本
の
伝
統
建
築
の
特
徴

日
本
は
い
く
つ
か
の
気
候
に
区
分
さ
れ
る
が
、

お
お
む
ね
温
暖
湿
潤
で
降
水
量
が
多
く
、
国
土
の

７
割
近
く
を
森
林
が
占
め
る
。
日
本
人
は
そ
の
恵

ま
れ
た
森
林
資
源
を
活
か
し
て
木
の
文
化
を
育
み
、

気
候
風
土
に
応
じ
て
勾
配
屋
根
を
も
ち
、
柱
や
梁

な
ど
線
状
の
部
材
で
架
構
を
組
む
開
放
的
な
骨
組

構
造
の
木
造
建
築
を
発
展
さ
せ
た
。

日
本
の
建
築
は
、
飛
鳥
時
代
の
仏
教
建
築
の
伝

来
や
鎌
倉
時
代
の
宋
様
式
の
導
入
な
ど
中
国
建
築

の
影
響
が
少
な
く
な
い
が
、
一
方
で
そ
れ
ら
を
巧

み
に
消
化
し
な
が
ら
日
本
独
自
の
特
徴
を
形
成
し

た
。
中
国
と
は
異
な
る
簡
素
で
軽
快
な
意
匠
や
適

材
適
所
に
厳
選
さ
れ
た
材
料
、
構
造
や
細
部
の
精

妙
な
技
法
な
ど
が
成
熟
し
た
。
ま
た
、
西
洋
と
は

対
照
的
に
自
然
と
調
和
し
た
建
築
が
好
ま
れ
、
垂

直
線
を
強
調
せ
ず
水
平
方
向
の
表
現
を
主
と
す
る

点
や
、
か
た
ち
の
対
称
性
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら

な
い
点
も
日
本
の
伝
統
建
築
の
特
徴
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
の
伝
統
建
築
の
中
で
も
民
家

を
中
心
と
し
て
、
和
の
文
化
に
つ
い
て
再
検
討
を

試
み
た
い
。

建
物
の
外
へ
床
を
張
り
出
し
た
縁
側
と
、
建
物

の
内
へ
庭
を
引
き
込
ん
だ
土
間
は
、
と
も
に
軽
い

接
客
の
場
と
し
て
役
立
っ
て
き
た
。
座
敷
に
招
き

入
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い
日
常
的
な
連
絡
や
相
談
を

行
っ
た
り
、
た
わ
い
な
い
世
間
話
に
興
ず
る
な
ど
、

地
域
社
会
に
お
け
る
情
報
伝
達
と
意
思
疎
通
を
担

っ
て
き
た
。

一
方
、
縁
側
と
土
間
は
光
の
明
暗
が
た
ゆ
た
う

空
間
で
も
あ
る
。
座
敷
で
く
つ
ろ
ぐ
人
は
水
平
よ

り
や
や
下
が
っ
た
眼
差
し
を
も
っ
て
薄
暗
い
座
敷

か
ら
縁
側
を
か
す
め
て
明
る
い
庭
を
な
が
め
、
土

間
で
炊
事
を
す
る
人
は
戸
口
と
窓
か
ら
の
採
光
を

頼
り
に
作
業
を
行
っ
た
。
他
に
も
音
や
風
、
香
り

な
ど
屋
外
の
自
然
環
境
を
も
っ
と
も
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
。

縁
側
と
土
間
は
、
内
外
あ
る
い
は
公
私
の
空
間

を
柔
軟
に
共
存
さ
せ
る
曖
昧
な
連
続
性
と
境
界
性

を
も
ち
、
石
や
煉
瓦
を
積
み
上
げ
た
分
厚
い
壁
が

明
確
に
区
分
す
る
西
洋
の
建
築
と
は
異
な
り
、
人

と
人
の
関
係
、
家
と
地
域
の
関
係
、
自
然
と
暮
ら

し
の
関
係
を
緩
や
か
に
つ
な
ぎ
、
緩
や
か
に
隔
て

て
き
た
。

中
川　
等

図２　土間／山本家住宅
（大阪府河内長野市／ 17世紀末／日本の民家３）

図１　縁側／旧目加田家住宅
（山口県岩国市／ 19世紀中頃／日本の民家７／一部加筆）
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が
希
薄
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
多
様
な
心
遣
い
に
よ
り
心
理
的
に
補
完

さ
れ
た
空
間
構
成
は
、
日
本
独
特
の
機
能
性
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
形
成
し
て
き
た
と
言
え
る
。

　

 

日
本
の
美
意
識

谷
崎
潤
一
郎
の
随
筆
『
陰
翳
礼
讃
』
は
、
日
本

の
伝
統
美
の
本
質
を
陰
翳
の
う
ち
に
見
出
し
、
建

築
、
料
理
、
食
器
、
衣
装
、
芸
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
美
し
さ
を
光
と
闇
が
あ
や
な
す
陰
翳
の
濃
淡
の

中
で
浮
き
彫
り
に
し
た
名
著
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

西
洋
建
築
も
日
本
建
築
も
古
い
建
物
の
内
部
は
薄

暗
い
。
し
か
し
、
西
洋
の
伝
統
建
築
が
分
厚
い
壁

を
境
に
明
る
い
外
部
と
薄
暗
い
内
部
が
対
照
的
に

存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
伝
統
建
築
は
大

き
な
開
口
部
を
も
ち
な
が
ら
、
深
い
軒
に
よ
っ
て

縁
側
や
障
子
越
し
に
明
暗
の
階
調
が
展
開
す
る

（
写
真
１
・
２
）。

こ
の
美
意
識
は
、
江
戸
中
期
の
浄
瑠
璃
や
歌
舞

伎
の
作
者
で
あ
る
近
松
門
左
衛
門
の
芸
術
論
「
虚

実
皮
膜
」
に
通
じ
る
。
穂
積
以
貫
の
『
難
波
土
産

（
発
端
）』
に
「
近
松
答
曰
（
略
）
芸
と
い
ふ
も
の

は
実
と
虚
と
の
皮
膜
の
間
に
あ
る
も
の
也
（
略
）

虚
に
し
て
虚
に
あ
ら
ず
実
に
し
て
実
に
あ
ら
ず
こ

の
間
に
慰
が
有
た
も
の
也
」
と
あ
り
、
芸
と
い
う

も
の
は
事
実
と
虚
構
と
の
境
の
微
妙
な
と
こ
ろ
に

成
立
す
る
と
論
じ
た
。

鎌
倉
末
期
の
歌
人
で
あ
る
兼
好
法
師
の
随
筆

『
徒
然
草
』
に
は
「
花
は
さ
か
り
に
、
月
は
く
ま

な
き
を
の
み
見
る
も
の
か
は
（
略
）
万
の
事
も
、

始
め
終
り
こ
そ
を
か
し
け
れ
。
男
女
の
情
も
、
ひ

と
へ
に
逢
ひ
見
る
を
ば
い
ふ
も
の
か
は
」
と
あ
り
、

も
の
ご
と
は
盛
期
だ
け
で
な
く
先
駆
け
と
余
韻
に

　

 

建
具
に
よ
る
間
仕
切
り

民
家
の
内
部
は
、
し
ば
し
ば
障
子
や
襖
な
ど
建

具
で
仕
切
ら
れ
る
。
隣
り
合
う
室
境
の
建
具
を
取

り
は
ら
う
と
、
２
室
あ
る
い
は
３
室
以
上
を
広
い

１
室
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
多
人
数

が
集
ま
る
冠
婚
葬
祭
な
ど
晴
れ
の
儀
式
と
行
事
に

対
応
し
て
き
た
。

一
方
、
建
具
に
よ
る
間
仕
切
り
は
、
建
具
の
種

類
や
意
匠
材
料
に
よ
っ
て
異
な
る
表
情
を
み
せ
る
。

た
と
え
ば
、
重
厚
で
格
式
的
な
舞
良
戸
と
、
華
麗

な
絵
を
描
い
た
襖
、
淡
い
光
を
に
じ
ま
せ
る
障
子

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
印
象
を
醸
し
出
し
、
空

間
の
意
味
を
語
り
か
け
、
時
に
は
人
の
立
居
振
舞

い
を
方
向
づ
け
る
。

ま
た
、
建
具
の
向
こ
う
側
に
た
だ
よ
う
雰
囲
気

に
よ
っ
て
、
間
仕
切
り
の
様
相
は
一
変
す
る
。
深

刻
で
密
や
か
な
気
配
が
あ
れ
ば
薄
い
障
子
が
分
厚

い
壁
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
ま
た
賑
や
か
な
楽
し

さ
が
あ
れ
ば
重
い
板
戸
も
気
軽
に
開
け
た
く
な
る
。

建
具
の
間
仕
切
り
は
、
拒
絶
的
な
閉
鎖
性
と
親
和

的
な
開
放
性
と
い
う
相
反
す
る
表
情
を
同
時
に
ま

た
は
交
替
的
に
み
せ
る
。

そ
の
よ
う
な
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
空
間
構
成
の

中
で
、
日
本
人
は
気
配
を
感
じ
て
お
も
ん
ば
か
る

繊
細
な
心
配
り
を
育
ん
で
き
た
。
温
か
い
も
て
な

し
や
凛
と
し
た
格
式
、
な
ご
や
か
な
団
欒
な
ど
、

伝
統
的
な
民
家
の
空
間
構
成
は
物
理
的
な
間
仕
切

り
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
な
作
用
に
よ
り
顕
在
化

す
る
連
続
性
と
境
界
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

間
仕
切
り
と
し
て
壁
が
少
な
く
建
具
が
多
い
こ

と
、
縁
側
以
外
の
廊
下
が
ほ
と
ん
ど
な
く
居
室
の

通
り
抜
け
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど
、
伝
統
的
な
民

家
は
各
室
の
機
能
的
な
独
立
性
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

も
風
趣
が
あ
る
と
洞
察
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
季
節
の
食
物
が
出
盛
り
で
も
っ

と
も
美
味
し
い
「
旬
」
の
時
期
だ
け
で
な
く
「
は

し
り
」
と
「
な
ご
り
」
も
楽
し
む
食
の
美
意
識
と

通
底
す
る
。

　

 

季
節
と
暮
ら
し

日
本
は
四
季
の
あ
る
国
で
あ
る
。
勾
配
の
あ
る

屋
根
は
梅
雨
の
長
雨
や
夏
か
ら
秋
の
台
風
、
冬
の

積
雪
を
し
の
ぎ
、
深
い
軒
の
出
は
夏
の
高
い
日
差

し
を
さ
え
ぎ
り
、
冬
の
低
い
日
差
し
を
屋
内
深
く

取
り
込
む
。
木
材
や
壁
土
な
ど
の
建
築
材
料
は
調

湿
性
に
優
れ
、
湿
度
が
高
い
と
き
は
湿
気
を
吸
い
、

乾
燥
す
る
と
き
は
湿
気
を
吐
く
。
民
家
の
か
た
ち

と
材
料
は
、
寒
暑
や
乾
湿
、
風
雨
な
ど
自
然
の
厳

し
さ
を
和
ら
げ
な
が
ら
、
四
季
折
々
の
気
候
と
と

も
に
共
存
し
て
き
た
。

一
方
、
民
家
の
暮
ら
し
に
は
四
季
や
朝
夕
の
自

然
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
縁
側
の
葭
簀
や
土
間

の
暖
簾
の
ゆ
ら
め
き
に
風
の
動
き
を
知
り
、
格
子

や
す
だ
れ
越
し
の
光
に
日
差
し
の
か
げ
り
を
思
い
、

鳥
の
声
や
虫
の
音
に
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
る

な
ど
、
五
感
に
作
用
す
る
自
然
の
感
覚
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。

四
季
折
々
の
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
つ
い
て
、
夏

蒸
し
暑
く
、
冬
底
冷
え
が
厳
し
い
京
都
を
事
例
と

し
て
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

京
都
の
町
家
で
は
、
表
通
り
に
面
し
て
店
棟
を

構
え
、
奥
に
平
行
し
て
居
室
棟
を
建
て
、
両
者
を

玄
関
棟
で
接
合
す
る
表
屋
造
と
い
う
形
式
が
み
ら

れ
る
。
玄
関
の
両
側
に
は
中
庭
、
居
室
棟
の
後
方

に
は
奥
庭
が
調
え
ら
れ
る
。
建
物
と
庭
を
交
互
に

配
置
し
て
、
奥
行
き
の
深
い
住
ま
い
に
光
と
風
、

写真２　土間と梁組／吉島家住宅
（岐阜県高山市／1907年）

写真１　座敷と板間／坪川家住宅
（福井県坂井市／17世紀中頃）
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様
式
が
変
容
し
て
も
増
改
築
を
加
え
な
が
ら
長
く

住
み
続
け
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
古
家
を
移
築
し

た
り
、
古
材
を
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
再
利
用
す
る

こ
と
も
日
常
的
に
行
わ
れ
た
。
循
環
型
の
社
会
と

生
活
、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
仕
組
み
が
存
在

し
て
い
た
。

建
立
千
三
百
年
を
へ
た
法
隆
寺
の
金
堂
と
五
重

塔
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
各
地
に
残
る
古
い
民
家

は
適
切
な
普
請
と
維
持
管
理
を
行
え
ば
１
０
０
年

を
超
え
て
使
い
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。
木
材
の
強
度
は
、
１
０
０
年
の
古
材
で
も
新

材
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
逆
に
ヒ
ノ
キ
の
場
合

は
自
然
乾
燥
に
よ
り
伐
採
後
２
０
０
年
頃
ま
で
漸

次
強
度
を
増
す
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

古
材
に
は
幾
星
霜
を
へ
た
味
わ
い
と
風
格
が
あ
り
、

新
材
の
初
々
し
さ
と
は
違
っ
た
魅
力
を
身
に
ま
と

っ
て
い
る
。
新
し
い
生
活
様
式
や
用
途
に
合
わ
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
柱
や
梁
な
ど
骨
組
を
残
し
て

適
宜
改
変
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
木
材
の
強

度
と
骨
組
構
造
の
柔
軟
性
は
木
造
建
築
の
寿
命
を

支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

伊
勢
神
宮
正
殿
は
、
古
代
よ
り
ほ
ぼ
20
年
ご
と

に
建
て
替
え
る
式
年
造
替
の
制
度
を
伝
え
て
い
る
。

現
在
ま
で
60
回
を
超
え
る
造
替
が
行
わ
れ
、
そ
の

た
び
に
古
い
建
築
様
式
が
細
部
に
至
る
ま
で
保
守

さ
れ
て
き
た
。
20
年
と
い
う
造
替
期
間
は
、
大
工

と
職
人
の
技
の
世
代
継
承
に
も
有
効
で
あ
っ
た
。

式
年
造
替
さ
れ
た
旧
社
殿
の
材
料
が
別
の
神
社
の

社
殿
に
再
利
用
さ
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
鳥
居
や
玉

垣
、
御
幣
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
式
年
造

替
の
制
度
は
、
建
築
を
更
新
し
な
が
ら
そ
の
文
化

性
を
連
綿
と
受
け
継
い
で
き
た
。

鎌
倉
前
期
の
歌
人
で
あ
る
鴨
長
明
の
随
筆
『
方

丈
記
』
は
、
そ
の
冒
頭
で
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶

そ
し
て
庭
ご
と
の
美
し
さ
と
季
節
感
を
取
り
込
ん

で
い
る
。
夏
に
な
る
と
建
具
を
す
だ
れ
や
葭
戸
な

ど
通
気
性
の
高
い
も
の
に
取
り
替
え
、
適
所
に
打

ち
水
を
す
る
な
ど
蒸
し
暑
い
夏
を
涼
し
く
暮
ら
す

伝
統
が
あ
り
、
建
物
の
か
た
ち
を
生
か
し
た
暮
ら

し
の
知
恵
が
継
承
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
）。

京
都
の
中
で
も
冬
の
寒
さ
が
厳
し
く
積
雪
の
多

い
洛
北
の
民
家
で
は
、日
常
生
活
を
営
む
「
台
所
」

と
い
う
広
い
室
の
真
ん
中
に
囲
炉
裏
と
か
ま
ど
を

並
べ
て
築
く
構
え
が
あ
る
。
火
を
焚
く
設
備
を
一

箇
所
に
ま
と
め
る
こ
と
で
暖
房
効
率
を
高
め
、
火

処
の
周
囲
に
家
族
が
集
ま
る
こ
と
で
冬
を
暖
か
く

過
ご
し
て
き
た
。
囲
炉
裏
に
座
っ
た
家
族
の
背
後

に
は
太
い
大
黒
柱
と
重
厚
な
戸
棚
を
造
り
付
け
、

天
井
の
力
強
い
梁
組
と
も
に
見
応
え
の
あ
る
内
部

空
間
を
構
成
し
て
い
る
。
か
ま
ど
に
は
立
派
な
荒

神
さ
ん
を
ま
つ
り
、
正
月
に
は
囲
炉
裏
の
背
後
に

歳
徳
さ
ん
を
飾
っ
て
台
所
に
彩
り
を
添
え
て
き
た

（
写
真
４
）。

京
都
の
町
家
に
は
夏
涼
し
く
過
ご
す
知
恵
が
あ

り
、
洛
北
の
民
家
に
は
冬
暖
か
く
暮
ら
す
工
夫
が

あ
る
。
自
然
の
厳
し
さ
を
和
ら
げ
な
が
ら
、
四
季

折
々
の
気
配
を
民
家
の
中
に
さ
り
げ
な
く
取
り
込

む
共
存
性
は
、
気
候
風
土
と
と
も
に
営
ま
れ
て
き

た
暮
ら
し
と
住
ま
い
の
文
化
と
言
え
る
。

　

 

長
く
大
切
に
受
け
継
ぐ

か
つ
て
民
家
は
子
々
孫
々
に
受
け
継
が
れ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
３
世
代
、
４
世

代
に
わ
た
る
直
系
家
族
が
日
々
の
暮
ら
し
や
年
中

行
事
、
人
生
儀
礼
及
び
そ
の
設
え
を
世
代
を
超
え

て
伝
承
し
、
ま
た
建
築
の
普
請
と
維
持
管
理
を
担

う
大
工
と
職
人
が
地
域
に
共
存
し
て
い
た
。
生
活

え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」
と
無

常
観
の
本
質
を
説
い
た
。
そ
の
名
言
に
な
ら
え
ば

「
伊
勢
神
宮
の
こ
こ
ろ
と
か
た
ち
は
絶
え
ず
し
て
、

し
か
も
も
と
の
材
料
に
あ
ら
ず
」
と
表
現
で
き
る
。

そ
こ
に
は
精
神
と
形
態
の
「
常
住
」
と
、
材
料
の

「
無
常
」
の
調
和
共
存
を
み
て
と
れ
る
。

も
と
も
と
無
常
観
は
悟
り
に
達
す
る
た
め
の
一

つ
の
観
法
で
あ
っ
た
が
、
四
季
の
変
化
に
富
む
風

土
に
生
ま
れ
育
ち
、
花
鳥
風
月
に
親
し
ん
で
き
た

日
本
人
は
そ
れ
を
あ
る
種
の
自
然
観
と
し
て
と
ら

え
、
独
自
の
無
常
観
を
形
成
し
て
き
た
。

平
安
末
期
の
歌
僧
で
あ
る
西
行
の
和
歌
「
心
な

き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫し
ぎ
立
つ
沢
の
秋

の
夕
暮
」
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
渡
り
鳥
で
あ

る
鴫
が
毎
年
飛
来
す
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、

鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
に
「
あ
は
れ
」
を
感
じ
る

と
こ
ろ
に
、
無
常
と
常
住
を
根
底
的
に
一
体
と
し

て
捉
え
る
自
然
観
が
う
か
が
え
る
。

蕉
風
俳
諧
の
理
念
の
一
つ
「
不
易
流
行
」
も
ま

た
同
様
の
意
識
で
あ
る
。
新
し
さ
を
求
め
て
常
に

変
化
す
る
流
行
に
こ
そ
、
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の

な
い
不
易
の
本
質
が
あ
り
、
不
易
と
流
行
は
不
二

一
如
な
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

地
域
の
風
土
と
生
活
の
中
で
、
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
増
改
築
を
へ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

的
な
民
家
は
、
長
く
大
切
に
使
わ
れ
、
ま
た
再
利

用
さ
れ
る
こ
と
で
文
化
性
を
深
め
て
き
た
。
古
い

神
社
の
よ
う
に
、
一
定
の
年
限
ご
と
に
造
替
す
る

制
度
に
よ
り
信
仰
と
様
式
が
長
く
伝
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
伝
統
的
な
木
造
建
築
の
和
の
文
化
は
、

石
や
煉
瓦
の
建
築
文
化
と
は
異
な
っ
た
柔
軟
な
永

続
性
を
も
ち
、
し
な
や
か
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

写真４　囲炉裏とかまどを並べた台所／久多の民家
（京都市左京区／1880年頃）

写真３　夏の座敷／長江家住宅
（京都市下京区／1907年）
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た
住
宅
形
式
が
都
市
部
を
中
心
に
普
及
し
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、
ユ
カ
座
と
イ
ス
座

な
ど
和
洋
の
生
活
様
式
の
融
合
を
は
か
っ
た
新
し

い
住
宅
の
創
造
が
標
榜
さ
れ
た
。
洋
風
建
築
が
導

入
さ
れ
て
数
十
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
混
乱
と
復
興
を

へ
て
、
高
度
経
済
成
長
の
時
期
に
な
る
と
、
産
業

構
造
の
転
換
に
よ
り
都
市
の
過
密
化
と
農
村
の
過

疎
化
が
加
速
し
、
核
家
族
と
単
独
世
帯
が
急
増
し

た
。
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
社
会

と
な
り
、
電
化
製
品
の
普
及
な
ど
生
活
様
式
は
大

き
く
変
貌
し
、
ま
た
地
元
の
大
工
と
職
人
が
地
元

の
普
請
を
担
う
仕
組
み
は
失
わ
れ
た
。
日
本
の
住

ま
い
の
平
均
寿
命
は
30
年
と
な
り
、
長
く
大
切
に

住
み
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
住
ま
い

の
厚
み
と
温
も
り
は
消
失
し
た
。
第
二
次
大
戦
以

後
の
庶
民
の
住
ま
い
は
、
洋
風
を
融
合
し
き
れ
な

い
ま
ま
和
の
文
化
を
見
失
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

 

民
家
の
保
存
と
再
生

一
方
、
昭
和
40
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
伝
統
的

な
民
家
を
再
生
す
る
事
例
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
。

古
い
民
家
に
は
、
年
輪
を
重
ね
た
建
物
の
風
格
と

味
わ
い
が
あ
り
、
快
適
で
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
と

工
夫
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
各
地
に
残
る
古
民

家
に
学
び
、
そ
れ
ら
を
保
存
・
再
生
し
、
あ
る
い

は
新
築
に
応
用
す
る
こ
と
が
普
及
し
た
。

古
民
家
の
も
つ
長
所
と
魅
力
と
し
て
、
太
い
柱

と
梁
を
中
心
と
し
た
風
格
あ
る
骨
組
や
、
地
域
の

風
土
に
か
な
っ
た
適
材
適
所
の
自
然
素
材
、
今
で

は
再
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
技
術
、
自
然
や
地
域

と
緩
や
か
に
共
存
す
る
居
住
空
間
、
そ
し
て
代
々

　

 

異
な
る
文
化
を
消
化
す
る

異
な
る
文
化
を
緩
や
か
に
取
り
込
み
消
化
す
る

こ
と
も
和
の
文
化
の
特
徴
で
あ
る
。

６
世
紀
末
に
日
本
最
初
の
本
格
的
寺
院
と
し
て

創
建
さ
れ
た
飛
鳥
寺
は
、
塔
を
中
心
と
し
て
北
と

東
と
西
に
金
堂
を
配
し
、
中
国
風
の
左
右
対
称
の

伽
藍
を
構
成
し
た
。
一
方
、
７
世
紀
後
半
に
再
建

さ
れ
た
法
隆
寺
は
、
東
側
に
金
堂
、
西
側
に
五
重

塔
を
並
べ
る
左
右
非
対
称
の
伽
藍
配
置
を
も
ち
、

ま
た
平
行
垂
木
と
い
う
屋
根
の
端
か
ら
端
ま
で
垂

木
を
平
行
に
並
べ
る
形
式
を
採
用
し
て
、
中
国
と

は
異
な
る
新
た
な
特
徴
を
胚
胎
し
た
。

左
右
非
対
称
の
構
成
は
、
法
隆
寺
の
金
堂
と
五

重
塔
の
ほ
か
日
本
庭
園
の
鶴
島
と
亀
島
の
よ
う
に

大
き
さ
や
形
の
異
な
る
も
の
を
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス

で
配
置
し
て
日
本
の
美
意
識
を
形
成
し
た
。
平
行

垂
木
は
、
放
射
状
に
並
べ
る
中
国
の
扇
垂
木
と
は

異
な
る
日
本
独
特
の
形
式
で
、
の
ち
に
和
様
建
築

の
基
本
的
な
特
徴
と
し
て
定
着
し
た
。
中
国
の
建

築
様
式
が
本
格
的
に
伝
来
し
て
数
十
年
後
、
日
本

の
建
築
様
式
と
し
て
消
化
と
再
構
成
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。

時
代
が
下
が
っ
て
明
治
期
に
な
る
と
西
洋
の
建

築
技
術
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
、
ま
ず
公
共
建
築

や
学
校
、
産
業
施
設
、
大
邸
宅
な
ど
に
洋
風
建
築

が
採
用
さ
れ
た
。
明
治
期
の
大
邸
宅
は
、
接
客
と

執
務
を
営
む
洋
風
建
築
と
日
常
生
活
を
行
う
和
風

建
築
を
併
設
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
和
洋
併
設

の
形
態
は
や
が
て
中
流
階
層
に
及
び
、
中
規
模
の

和
風
住
宅
に
洋
室
を
付
設
す
る
折
衷
形
態
を
生
み

出
し
た
。
中
廊
下
を
は
さ
ん
で
、
南
側
に
座
敷
と

居
室
、
北
側
に
台
所
と
浴
室
、
便
所
、
玄
関
な
ど

を
配
し
て
、
玄
関
の
脇
に
洋
風
の
応
接
室
を
設
け

住
ん
で
き
た
人
々
の
苦
労
や
喜
び
な
ど
数
々
の
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
短
所
と
し
て
、
基
礎
と
水
回
り
の
弱
さ
や
、

使
い
勝
手
の
悪
さ
、
暗
さ
、
寒
さ
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
希
薄
さ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
民
家
の
長
所
と
魅
力
を
継
承
し
、

ま
た
短
所
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
現
代
の
生
活
に
適
応
し
た
住
ま
い

の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
保
存
と
再
生
の

考
え
方
は
、
家
具
や
建
具
、
照
明
器
具
か
ら
屋
敷

構
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

（
写
真
５
）。

　

 

和
の
文
化
の
展
望

こ
こ
数
十
年
の
あ
い
だ
に
、
我
々
の
住
ま
い
と

暮
ら
し
は
便
利
で
快
適
な
も
の
に
な
っ
た
。
設
計

技
術
の
向
上
と
機
械
設
備
の
普
及
に
よ
っ
て
、
機

能
的
な
合
理
性
と
身
体
的
な
快
適
性
は
実
現
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
心
が
も
と
め
る
落
ち
着
き
や

安
ら
ぎ
な
ど
精
神
的
な
快
適
性
と
文
化
的
な
豊
か

さ
に
つ
い
て
は
は
な
は
だ
心
許
な
い
。

伝
統
的
な
民
家
な
ど
歴
史
的
所
産
の
保
存
と
再

生
は
、
そ
の
文
化
的
な
価
値
の
継
承
に
と
ど
ま
ら

ず
、
真
に
快
適
で
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
と
地

域
の
活
性
化
に
役
立
ち
、
ま
た
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
に
学
ぶ

新
し
い
住
ま
い
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
に
も
同
様

の
可
能
性
が
展
望
さ
れ
る
。

伝
統
と
創
造
、
保
存
と
開
発
は
決
し
て
対
立
す

る
概
念
で
は
な
く
、
お
互
い
に
生
か
し
あ
う
関
係

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
複
数
の
も
の
ご
と

の
関
係
性
を
な
じ
み
よ
く
調
和
共
存
さ
せ
て
き
た

和
の
文
化
の
真
髄
を
再
評
価
し
た
い
。
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